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現在の対策
共有スペースでの食事場所

間隔をあけ、対面しないよう変更

→陽性者発生時は自室で食事

陽性者の同室者の観察期間

陽性者が発生した病棟でのN95マスク着用

面会制限の継続

《コロナ前》

《現在》



職員間の感染を防ぐ

休憩室の整備

• 間隔をあけ、人数制限

• 休憩場所の確保

更衣室の整備

• ロッカーの配置変更

• 手指消毒薬の配置



学んだこと

日常の感染対策の重要性

・適切な手指衛生、防護具の着用、清掃

情報の周知・徹底

・職員全員が共有認識を持つ

正しい対策の継続

・対策実施状況の確認

患者の観察

・変化に気付く、見逃さない

職員の健康管理

・体調不良時は休める風土


